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会社は社員を熱中症にさせる気か？！ 
 
 会社は、７月１６日に現場の各詰所に冷蔵庫を配置しました。が、冷蔵庫を配置させる代

わりに冷水機を撤去すると言ってきています。 
今から暑くなる時期、会社は現場社員のことなどまったく考えていません。 
現場の社員は、今でも１日、６ℓのヤカン５，６回はむぎ茶を沸かし、冷水機に入れている

状況です。冷水機だからこそ、３０ℓのむぎ茶を次々と冷やせる事ができ、水分を補給できる

のです。しかし、配置された冷蔵庫では２ℓのペットボトル１５本も冷やせることなど出来ま

せん。到底、冷たいむぎ茶など飲むことなどは出来ません。 
 会社は撤去理由を「詰所の電気の容量が足りないためだ」と言っています。しかし、今、

冷蔵庫と冷水機両方使っていますが、何ら問題はありません。 
 これから、交検庫内の気温が４０℃近くになります。会社も「熱中症には小まめな水分補

給が大切だ」と言っています。しかし、冷水機を撤去するとは言っている事とやっている事

があまりにも違いすぎます。 
 

誰が、冷水機の代わりに冷蔵庫と言ったのか？ 
現場の状況をわかっているのか？ 

 
私達、大交両分会は冷蔵庫配置の要求をしました。しかし、冷水機をなくしていいとは一

言も言っていません。あくまでも、追加の要求です。 
ＪＲ東海ユニオンは「これは成果だ」と情報等で主張しています。誰が、そう思っている

のでしょうか？まったくの迷惑です。 
 

皆さん！自分が体調不良になる前に、声を出していきましょう！！ 

私たちも現場の状況を一番に考え、現場で働く社員のため、取り組んで行き

ます。 


